
案導学語 科英

日
｀
時 平 成 1 6 年 9 月 1 0 日 ( 金) 、5 校 時

学 級  1 年 1 裡 ( 男子 2 0 名 女 子 1 6 名 計 3 6 名)

指導者  菅 生賢一

1 . 単 元名 南 半球か らのメこル

( 東京 書 籍  雌 ' W  H O R I Z O N  E n g i s h  c o u r s e  B o o k  l )

2 .単 元の目標

( 1 )登 場人物のオース トラリア人が日本が大好きで、俳句を学んでいることを本文

から説み取ることができる。また、オース トラリアで多くの人に日'本語が学ぱ

れていることや 日本 とオース トラリアの季節が逆であることを知る。

( 2 ) 3人 称単数現在形の動詞を含む文の形・意味を理
t解'し
、それを用いて人'こつ

いて簡単な紹介 をすることができる。

( 3 ) 3 人 称単数現在形の動詞を含む文の形 ・意味を理解 し、それを用いて人につ

いて尋ねた り、答 えた りす ることができる。

単元について

本単元は、オース トラ リアに住むマークの姉 でかるベ ッキーが話題 の中心 となる。
マークが 由美にアルバムを見せなが ら、姉 であるベ ッキーについて紹介 した り、ベ ッ

キーか ら届いたメールを見なが ら、マー ク と由美 が対話す るとい う設定である。ベ ッ

キーが 日本語が堪能で俳句を学んでいるェ とや 日本人の夫がォース トラ )ア で 日本語

を教 えているとい うことを しっか り読み取 らせたい。そ して、それ らのことが ら、オ
ーストフリアで多くの人に日本語が学ばれてぃることやその背景、また、オーストラ
リアの気候や風土、歴史について関心を深めさせたい。このような他国への関心は、′
国際理解に通じるものであるから、大切にしたい。

単元の評価規準 (別紙)

生徒について

生徒は中学校で始まった英語学習に音欲的に取り組んでいる。「聞くこと」と.「話
すことJの 学習が、英語学習八門期において大切だと考え、授業中この2領城の活動
を十分保障しながら進めていることから、授業中の発言が多

=く
t音 訪も大きな声で一

生懸命練習している。また、ペアフークゃロールプレーの発表会などの活動にも積極
的に取り組んでいる。 「書くことJに っぃては、家庭学習も含めて反復練習に取り

組ませてきたが、中にはかなりの抵抗感を持ち、そのことが学習意欲の低下につなが
つている生徒もいる。したがって、個別指導を充実させていかなければならないと感
じている。

5.
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単元の事前テス・卜の結果か ら見ると、
一般動詞については、既習の動詞を含む文の

意味と形を理解 しているのは ' 8ち i、ま味を理解 しているが適切な使用についての理

解が十分でないのは 5名 、理解が不十分であったのは 3名 。人称については、意味を

理解 し適切に書き表す手とができたのが 2 9名 、意味を理解 しているが書き表すこと

ができなかったのは 1 0名 、理解が不十分であつたのは 3名 。 したがつて、特に、代

名詞の使用についてあやふやな生徒が多いことから、復習が必要と考える。

6 .基 礎 ・基本の定着を図るため留意 していること

英語学習の入門期指導の重要性は誰 しもが認めるところであろ う。たくさん聞き、

た くさん話すことを通 じて、生徒 1人 1人 に 「自分も英語が話せる」 とい う自信を持

たせたい と思い、特に次の 2点 に留意して指導にあたつている。

1つ 目は、基本文を何度も日頭練習させ、必ず全員に舞表させ聞かせること。発表

は 1回 き りだが、級友 らの発表を 3 0回 以上は聞くことになるので、、聞かせて定着を

図 りたいと考えている。

2つ 目は、音読練習である。生徒が飽きずに繰 り返すように工夫 し、本文を増唱さ

せ、ロールプレー等の発表につなげる。

普段 の授業で、基礎 ・基本の定着のために、このようなことに留意 して取 り組んで

い る 。

7 . 本 時について

( 1 _ ) 指導計画

① l  人 について紹介 しよう

② 2  メ ールを見て

B●的 1目指es i4p価ロ

D o e s  s h e  w i t e  h a i k u ? ・・・・・・・・2 時 間

Yes,stt does.

N o , s h e  d o e s n l t .

0 3  メ
ー ル を 見 て      B " 町 d O e s  n O t  u s P  E n g l i 抗・ , ・ ・ ・ ● ● 2 時 間

④ 跡s t e n i n g  H u s  2外国からの友達  ・ ・・,・ , b  r `● ・,・ ・・' 1時 間

⑤ S p制飾g  P l u s  3  道案内―乗 り物であ行き方を尋ねる 。教える 。1・ 2時 間

⑥単元の学習評価  ・ ・・1・ ・・・・・・・・・・|● .● ●● 1時 間

( 2 )指 導にあたって

本時は、一般動詞の 3人 称単数現在形の肯定文の 「聞くことJ「読むこと」に

重点を置いて習熟を図 りたい。導入段階では、既習事項である 3人 称代名詞 と
一般動詞の復習を行い、本時で扱 う新出文の導入がスム=ズ に行われるように

したい。展開段階では、教科書を中心とした音声面を重視 した指導を行い、

主語が 3人 称単数現在である説明は、既習事項をもちいて F Iと Y o d以 外で

1人 の時」や 「うわさ話の時」のように最小限に留めたい。終未段階では、自

己評価により学習を振 り返る機会を設定 し、今後の学習に対する課題意識をも

たせていきたい。

・・・・・・ ・2 時 間

( 本時 1 / 2 )
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( 3 ) 本 時の目標

①まとまった英文を聞き、その内容を日本語で説明することができる。 (聞く

こと)

②本文を暗唱することができる。 (読むこと)

( 4 ) 本 時の評価規準と具体の評価規準

評価規準 評価方法 Aの 状況例 B の 状況例

C へ の手 だて

( 吏援)

聞

く

】
」

と

3 人 称 単 数

現 在 形 の 肯

定 文 の 意 味

と形が理解

できる。

( 理解)

本 文 の 聞 き取

りを す る場 面

(情 意 面 は 教

師による観察、

知 識 面 は ワー

ク シ ー トに よ

る)

ベ ッキー につい

ての英文 の概要

を修飾語 の内容

も含めて 日本語

で正確 に説明で

きる。

ペ ッキ ー に つ

い て の英 文 の

概 要 を 日本 語

で説明できる。

・P C カ ー ドを

用 いて内容理解

がス ムーズに行

われ るよ うにす

る。

・理解が困難な

場合、教科書の

絵 に着 目させべ

ッキーの様子を

推測 させ る。

読

む

こ

と

本 文 を 暗 唱

す る こ とが

できる。

( 表現)

ペ ア で 練 習 す

る場 面 (教 師

に よる観察)、

発表す る場面

( 教 師1 こよ る

観祭 )

イン トネーシ ョ

ンに注意 L ′て正

しい発音で暗唱

ができる。

正 しい 発 音 で

暗 唱 す る こ と

ができる。

・単語練 習 の際

意図的指名 に よ

り練習 の機 会 を

与 える。

・机 間指導 を し

て読 めない単語

を援助す る。

( 5 ) 本 時の展 開

段階 学習 内容 生徒の活動 指導の留意 点 ・評価方法

導

入

7

W a m ‐u p

( 1 ) 挨 拶

( 2 ) 一 般動詞の復習

代名詞の復習

Wam― up

( 1 ) 挨 拶

( 2 )絵 を見ながら答える

代名詞を答 える

・元気 よく行 う ( 観 察)

・新 出文 で取 り上 げ る

like、play、speakを使

つて行 う … (観察)

・ H eと S h eの使い分けを

確認す る   (観 察)

新出文の聞き取 り 2 オ ーラルイン トロダクシ

ョンを聞く

・生徒 との対 話か ら、そ

の生徒 につ いて紹介す

る形 で新 出文 を導入す

る    ( シ ー ト1 )
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5本 文の内容理解

6 本 文の音読練習

( 1 ) 音 読の 目標設定

( 2 )一 斉練習 X

( 3 )ペ アf練習 X

( 4 ) 晴 唱

( 5 ) 発 表

開

36

3新 出文の練習

( 1 )キ デルをまねる

( 2 ) P cを 見ながら

4新 出単語の練習

( 1 )モ デルをまねる

( 2 ) F Cを 見ながら

6本 文の音読練習

( 1 )モ デルを聞いて音読

の目標を持てる

ヽ

( 2 ) モデルをまねる

( 3 ) 円 き合う

( 4 ) 閉 本 して暗記する

( 5 ) 発 表

ら

ら

が

，

が

な

】解
ド
な

らえ

せ

理
≡
見

答

わ

容

を

に

合

、ァ
内

Ｃ

要

えヽ

の

Ｐ

概

答

文

＞

＞

＞

本

１

２

３

Ｓ

く

く

て

十分な声量で行 う

反復練習す る  (観 察 )

十分な声量で行 う

アクセ ン トに注意

1      ( 観 察)

閉本 させ る

概要 を記入 させ る

(シー ト2 )

( 挙手 )

読み t手くい箇所 に印を

つける

月標 を立て させ る

(シー ト3 )

読みに くい箇所 に注意

しなが ら

発音が正 しいか に注意

しなが ら聞 く

(机間指導)

紙板害 を消 しなが ら

6名 発表    (観 察)

終

末

７

7本 時のまとめ

(1)本 時のポイント確認

(2)自 己評価

( 3 ) 次 時の予告

8 挨 拶

7 本 時のまとめ
｀
( 1 ) 説 明を聞 く

( 2 ) 評 価力ニ ドに記入

( 3 ) 次 時の内容 を知る

8 挨 拶

・3 単 現 の s に ついて

・本 文 の概 要 が理 解 で き

たか―また 音 誘 月標が

達成できたか

(シー ト4 自 己評価)
。他者 を紹介す る文を作

り発表することを知る
。元気 よ くさせ る

(観察)
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(別紙)4 単 元の評価規準

単元名 Unit 南半球からのメール

U対西南半球からのメール

O整 格人物のオーストランア人
が俳句を学んでいることを統み
取ることができる。また、オー

ストランアで多くの人々が日本
播を学んでいることや日本とオ
ーストラフアの季節が逆である
ことを知る。

03人 称単激現在の動詞を含む
文の形・意味を理解し、それを
用いて人物について簡単な紹介
をすることができる。

03人 称単数現在の動嗣を台む
文の形・意味を理解し、それを
用いて人について尋ねたり、答
えたりすることができる。

単元の目標 ヨミュニケーションヘの 表 現 の 能 力 理 解 の 能 力 言笛や文化についての

。モデルの発音や他の生徒
の発表に注目するなど閥心
を持つて聞こうする。
tコt■ニケークコンの性,〕
・理解できないとき、説明
を求める。

・・
て言冨活窃太め頼減)‐

‐……

・モデルの発音を開いて、
真似ながら新出文を澄した
り、首活活動で使おうとし
ている。
(ヨミ■ニケーツョンのと峰〕
。人物紹介をする4文字度
のスピーチができる。

(言語活動への取組)
・人物紹介をするスピーチ
原稿等を内容に関心を持っ
て前み取りを行おうとする。
また表現を工夫しながら音
崩しようとする。
〔ヨミュニケーションの柱母)
。理解できないところがあ
つても、推測するなどして

…
輌断既活軸す

…''…………・

・会話の相手に第3者のこと
を認分したり説明することが
できると
・六アワークで疑問文とその
応答文また否定文を作り、発
厳することができる。
(道切な発苗)
い道切な速さや声の大きさで

・正確な発青や適切なイント
ネーションで本文を音続する
ことができる。
(道切な音監)
・晴唱やスピーチをよりよい
ものにするために、音流撫習
に取り組む。

。まとまった英文を聞いて、
その内容を日本暦で説明する
ことができる。
(適切な聞き取り)
・聞いた内容について大切な
部分を開き取ることができる。

(正確な離み取り)
。本文の内容を正しく離み取
り、TorFテ ストでも正答
することができる。
(適切な読み取り)
・書かれてある情報について
大切な部分を読み取ることが
できる。

(言搭についての知構)
・3人称単数現在形の
肯定文の時f一 般動詞の
督尾に sも しくはesを
伴う発吉についての知麟
がある。
(文化についての知的
・他日のことや、他目の
人々の生活について理解
…
儀 軽 ぃてが嘉機丁

‐

・3人 称単抜現在形の
肯定文の時、一般動飼の
活尾に sも しくはesを
伴うことの知職がある。
(文化についての知醐
。人々のものの見方や考
え方の違いについて理解
している。

(言語についての知麟)
・正確な第音や本文のど
こを強 く統むのかについ
ての知職がある。
(文化についての知識)
。オース トラリアで多く
の人が日本語を学んだり、
季節が逆であることを理
解 している。

黎警軽軽品象幸嘉線断
………

・基本文の回頭練習を元に
して、正しい英語を丁中に
焼みやすい字で書こうとし
ている。
〔ヨミュニウー3/コンの■■)
。表現できないところがあ
つても、日べた り聞いた り

く正確な年■)
口会括の相手に第3者のこと
を紹介したり脱明するまとま
った文を4文程度で書くこと
ができる。
(適切な年配)
・代名嗣を使い、内容のつな
がりに注澄して書くことがで

(君憲についての知践〕
・文字や符号を通切に
使い分ける知横がある。

単元の目楳
ヽ
ヨミュニケーションヘの
関 心 ・古 欲・能 度

表 現 の 能 力 理 解 の 能 力 雷橋や文化に関する
知 競 ・ 理 解

まとめの練習 1
人について活そう-1

0Be動 嗣及び一般動綱につい
て復習し、理解を確かめる。

・‐、. _ . _ _ 1 _ 、

ぃ、、、さ、、_ 、
ヽ一ぃ、ぃ、_ 、

'‐'そ
言語署斬天あ取福〕

・‐……

・言播活動において、学ん
だ景現を使つている。

で宙庫Fこヽ て`づ知弱
…‐

・語句や文の使い分けが
わかる。

単元の目標
＼
コミュニケーションヘの

関 心 ・置 欲 ・憾 ・度
表 現 の 能 カ 理 解 の 能 力 言語や文化に関する

知 機 ・ 理 解

Listening Pi低2

0メ モをとりながら、スピーチ
を聞き、その内容を正確に理解
することができる。

O第 3者について聞き取つた内
容を元に、紹介することができ
る。

Ｌ

　

　

　

　

　

　

　

い
　

Ｓ

・敬師やCDの 英層を開い
てうなずいたり、メモをと
りながら聞こうとしている。
tヨt er■ケニクロン"は程)
・理解できないとき、説明
を求める。

(言語活動への取組)
・問違いを恐れず、積極的
にQandAに こたえよう
としている。
tヨミュ■ケーr/ロンのとま】
・他者を紹介するスピーチ

…
葡断虜活輸訂

‐………………

・第3者について聞き取つた
内容を元に、紹介することが
できる。
(適切な発新)
。道切な速さや芦の大きさで

〔正確な聞き取り)
,自己紹介スピーチの内容を
正しく聞き取ることができる:
(道切な問き取り〕
・問いた内容について大切な
部分を聞き取ることができる。

〔言活についての知騒)
・自己紹介スピーチを
聞き取る時、一般的にど
のような内容が驚される
かについての知職がある。

(言播についての知議)
。自こ紹介に使われる
様々な文を使うことがで
きる。
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単元の目係
ヽ
コミュニケーシヨンヘの
関 心・意 欲 , 態 度

表 現 の 能 力 理 解 の 館 | カ 言語や文化に関する !
知 段 ・ 理 解

Speddng Plusヨ

0乗 り物での行き方を尋ねたり、
教えたりすることができる。

I

Eヽ晴 肩即へ り以胆 ′
・道案内の会話や発表に関
心を持って、要点に注目じ
て聞こうとしている。
(ヨミュ■ケーンコンのは“)
・理解できないとき、説明
―
稽 繰 拡 ぁ稲 )…

…

・基本文をイントネーシュ
ンに注意して真似し、練習
しようとしている。
(ヨミュニケーr/rンのと倒
・述案内の表現を使 うこと
ができる。

〔=確 な関き取り)
・道案内の対話文を正しく聞
き取ることお1できる。
価切な聞き取り)
・問いた内容について大切な
部分を田き取ることができる。

(言語についての知識)
。道案内に使われる様
々な層句や文を知つてい
る。

S

(正確な発篤)
・逆案内の母ねたり、敏えた
りする会驚をすることができ
る。
億切な発播)
・コ切な差さや声の大きさで
活すことができる。

(言題にういての知萌
・道案内に必要な表現
の文格造についての知職
がある。

口
日
日
日
――
日
□
癌
照

摂

　

＝

コ

）
い
い
「
Ｄ
Ｖ
〉

もヽ
の
せ
Ｅ
Ｓ
里
せ
や
食
対

（
０

）
声
使
■
】
と
世
Ｄ
官
旺
や
ミ
て
ふ
Ｇ
対
工
柏
ゃ

（　
　
　
）
と
ミ
イ
ふ
世
拘
ヤ
Ｌ
基
駅

　

〔
　
　

）
〓
ミ

さヽ
世
Ｄ
”
踏
ェ
と
Ｇ
ｕ
摯

（゙

卜
本
”
０
　
０
　
川
や
２
崎
　
口
　
　
　
”
０
　
く

。
十，
”
■
や
Ｏ
神
ミ
≡
対
や

い
Ｇ
Ｏ
臼
く

。や
汽
翌
拘
ヤ
携
Ｈ
二
ｄ
〉
卓
杓
工
や
ヽ
足
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